


 

事業報告書 

１ 事 業 名 緑ケ丘夏まつり 

２ 申請コース 

（１）公益活動支援コース 

□チャレンジコース    □ステップアップコース 

（２）地域活性化コース 

☑地域活性化コース 

３ 事業内容 

① 事業概要（問題点、課題を解決するためにどの様な事業を実施したか記入してください。） 

模擬店、屋台村、ホールでの演技発表、作品展示の設営、進行を住民パワーで行った。4 年ぶり

の開催であったが、子ども連れなど参加者が多く、突然の雷雨にもめげず、無事実施できた。 

②実施期間（日時） 
令和 5 年 8 月 5 日(土) 16 時～21 時 

① 実施場所 
いずみ緑ケ丘自治会館及び隣接の桃山学院大学駐車場 

② 主な対象者 
緑ケ丘校区及びその近隣校区住民 

③ 参加者数 参加者数（ 約 1500 人）  スタッフ数（ 60   人） 

④ 告知方法 

・緑ケ丘校区の住戸並び広告協賛者に約 1500 枚のチラシを配布し祭りの

催しについて周知している。 

・その他、回覧、掲示板 

４ 事業成果（※別紙添付可） 

①事業を実施したことによる目標達成状況及び得られた効果 

（事業計画書に記載した目標及び効果に対する成果（実績値等）を記載してください。） 

 シニア世代、子ども世代も参加する全世代型の夏まつりを企画、各種団体による無料ひろば２

店、模擬店に５店、ホールでの演技発表、作品展示、ビアガーデンと幅広く開催できた。地域間、

世代間の協働・共生を幅広く実践することにより孤立緩和に一定の効果も見られ、また、新しい試

み（演技発表、作品展示）も入れ、参加者に楽しんでいただけた。 
②参加者の声 

（事業実施前） 

 熱中症や台風・大雨を危惧する声もあり、予め対応策を検討し実施した。 

（事業実施後） 

 4 年振りの開催であったが多数の参加と笑顔に次回の開催も望まれる。 

② 反省点（事業実施にあたり、直面した課題や問題点等について記載してください。） 

・久しぶりの開催でもあり、計画段階の詰めの甘さと住民参加への呼びかけが不十分なところが

あり、少ないスタッフへの負担が多く、十分楽しんでもらえなかったこと。 

・開催途中での雷雨に戸惑う点もあり、さらなる対策が検討課題となったこと。 

 ・会場設営に関して高齢化と暑さ対策が今後の課題。 

５ 今後の活動について 

今後の目標・事業展開について記載してください。 

 ・早い段階での住民への呼びかけと計画段階での参加も含めて余裕のある行事とする。 

 ・急な雷雨、大雨への対策を検討し準備を進める。 

 ・開催時期も含めて暑さ対策、会場設営の委託も視野に入れた計画を検討する。 

（添付書類）事業内容のわかる写真４～５枚（写真は返却しません。） 

※この内容は、和泉市のホームページ等で公表します。 

様式第１３号（第１８条関係） 



 

 

収 支 決 算 書 
 

事業の名称： 緑ケ丘夏まつり                             

 

１．【収 入】                        （単位：円） 

項 目 金 額 積算根拠等 

支援金 464,000 和泉市市民活動推進支援金 

   

事業収入 289,000 売上金ー換金分 

 280,000 一般協賛(1 口 1 万円) 

 10,000 お祝（のぞみ野自治会） 

   

自主財源 210,000 団体協賛金 

（緑ケ丘自治会、ミューズヒル自治会） 

   

合 計 1,253,000  

 

２．【支 出】                        （単位：円） 

費 目 金 額 積算根拠等（数量、単価等） 

報償費 68,800 演技出演謝礼（1 万*4 団体） 

作品展示謝礼（5 千*３名） 

スライム製作指導謝礼（1.38 万*1 名） 

消耗品費 548,517 テント、ブース飲食材、イベント消耗品他 

食糧費 2,724 スタッフ飲料代（45.4 円×60 人） 

印刷製本費 18,635 パンフレット、チラシ、掲示用ポスター、

回覧用紙コピー 

役務費 6,200 保険料、ごみ処分手数料、代引手数料 

委託費 80,535 警備、会場設営、チラシ配布 

使用料及び賃借料 202,665 机・イス等、音響設備 

報償費（対象外） 302,000 スタッフ作業費謝礼 

消耗品費（対象外） 21,540 会議費他 

食糧費（対象外） 1,384 スタッフ用塩飴 

   

合 計 1,253,000  

対象経費 928,076  

※費目は、別表（第１０条関係）に記載されているとおりに記載してください。 

（添付書類） 

・ 事業の経費に係る領収書等 

・ 作成したチラシやポスター等の啓発物 

・ 備品費（対象経費）において購入した備品の写真 
・ その他市長が必要と認める書類 

様式第１４号（第１８条関係） 

※この内容は、和泉市のホームページ等で公表します。 
 



予算決算比較表

支出の部

費　　目
①事業費総額
予算書

②事業費総額
決算書

②－① 増減の理由

報償費 200,000 68,800 -131,200
プロのバンド、ダンサーの代わりに市民グループに演
技をお願いしたので減額。

消耗品費 450,000 548,517 98,517 ワンタッチテント購入により増額。

食糧費 20,000 2,724 -17,276
スタッフの数が減少したため。2リットル飲料を紙コッ
プで提供した。

印刷製本費 20,000 18,635 -1,365 チラシ等の印刷部数が当初予算より500枚減ったため。

役務費 10,000 6,200 -3,800 ほぼ予算通り

委託料 30,000 80,535 50,535
会場設営及びチラシ配布を外部団体に委託したことに
より増額。

使用料及び賃借料 370,000 202,665 -167,335
ワンタッチテントを購入し、レンタルしなかったため
減額。

対象経費 1,100,000 928,076 -171,924

報償費（対象外） 300,000 302,000 2,000 予定より作業お礼が増加したため。

消耗品費（対象外） 50,000 21,540 -28,460 当初購入予定の景品を削減したため。

食糧費（対象外） 0 1,384 1,384

対象外経費 350,000 324,924 -25,076

合計 1,450,000 1,253,000 -197,000

団体名：緑ケ丘夏まつり実行委員会




















